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ラフカディオ・ハーン(Lafcadio Hearn,1850-1904)、 アイルランドを代表する詩人・ 劇作家ウィ
リアム・ バトラー・ イェイツ(William Butler Yeats, 1865-1939)、 外国人教師として日本に赴い
たアメリカ人美術史家、 アーネスト・ フェノロサ(Ernest Fenollosa, 1853-1908)は“open mind ”を
もって、 同時代を生き、 また、 相互に接点を持ちつつ、 「 日本」をキ ーワ ードに西洋と東洋の架け
橋となり、 さらに、 3 人とも現在も貢献し続けている1。 本稿は三人の相互関係から見えて来る意
義を読み解くものである。
まず、 ハーンとイェイツから始めたい。 イェイツは、 2015年生誕150年を迎え、 リムリック大
学(University of Limerick)で開かれた国際イェイツ協会(International Yeats Society)第一 回大会
初め、 「 イェイツ150」を期する企画が世界各国で催された 2。 生誕150年を経ても、 世界を魅了し
続けるイェイツとハーンの共通点は、 聖なるもの、 特に、 士地の持つ力、 地の霊、 そして、 それに
人間が具体的な形を附した妖精を信じていることである。 二人にとって地の霊や妖精は、 曖昧模糊
とした夢物語ではなく、 自然と人間の共生によって培われ、 自然の声を人間が如何に聞いて文化と
して体現しているかの現れである。 イェイツは神智学、 オカルティズムに興味を持つ秘教的な面は
あるが， ハーンやイェイツの信じていることは、 根拠のない怪しいものとは限らないことを、 本稿
で解き明かしたい。 19 世紀から20 世紀にかけて近代合理主義の台頭により、 アイルランドにおい
ても、 日本においても地の霊が急激に失われつつあることへの危惧を強く感じ、 両者とも、 自ら足
を運んでそれらに耳を澄まし、 自作に蘇らせることで消滅の危機から救済した。
イェイツは、 オーガスタ ・ グレゴリー夫人(Isabella August Persse, Lady Gregory, 1852 -1932)
と共に、 アイルランドの魂の表出と言える口承伝承される詩やフォ ークロアが、 大英帝国支配下、
風前の灯火と化していたのを、 西部ゲールタハト中心に蒐集した。 二人は蒐集した民間伝承に基づ
き詩や劇を創作し、 失われんとする伝統に新たな息吹を吹き込み、 未来に継承した。 二人は国立ア
ベイ劇場を運営し、人々を鼓舞するために演劇という媒体で、自作を含む、様々な新作を公演した。
一 方ハーンは、 日本の近代化、 西洋化によって、 その魂を伝える伝統文化、 芸術、 文学、 フォ ーク
ロアが背威に曝されていることを実感し、 日本人が文化的アイデンテイティにおける宝を残すこと
を強く望んだ。 ハーンも失われつつある話を蒐集し、 その繊細で特殊な感性で 「再話」することで
救い、 また、 エ ッセイに日本の心を書き留めた。 このように、 イェイツとハーンの行動は類似して
いる。
私は『怪談』に収められた「雪女」や 「耳無芳ー」などを初めて読んだ子どもの頃から、 ハーン
に惹きつけられている。 子ども向きのようなretold 版や翻訳は一 人歩きし、原作の力を失い、 文体
は変更される可能性はあるが、 私は体験から、 子ども版なりの意義を認めたい。 子どもの私は異国
の人がこれほど日本の精神に触れる作品を書けるとは思わず、 日本人による作品と疑いもしなかっ
た。 ハーンが、 偏狭な壁を持つ 「 心を開いて」くれたのだ。 また、 私は何世代も語り継がれて来た
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美が少し古風なトーンで語られて展開する、 「 異なる世界」 に誘われていた。そして何に もまして、
恐怖、 不気味さに 裏打ちされた美に想像力がかき立てられた。 今一つの魅力は、 言葉が作るリズム
と歌のような性質だった。 「ちんちんこばかま」を読んだ後、 「ちんちんこばかま夜も更け候…」と
歌い飛び回った。 子ども心に惹きつけられた二点、恐怖に裏打ちされた美と言葉の音楽性がハーン
文学の本質にあると今も思っている。 子どもの感性や， 子ども時代に身につけたものの意義は大き
しヽ3
゜
ここで、恐怖に裏打ちされた美を、 ハーンの東京帝国大学での講義 「 妖精文学について」 ("Some
Fairy Literature’'）に検討する。 1896年から19 03年、 ハーンは東京帝大での文学講義で、 広範囲
をカバーしながらも、テキストの詳細な分析をしている。妖精文学講義のなか、 イェイツの2作品、
詩 「空に住まう者たち」(''The Folk of theAir,"1893)と劇『心願の地』 (The Land of Hearts Desire, 
1894)というアイルランドの妖精を扱った作品を取り上げている。 “The Folk of the Air”をハーン
は高く評価し、 「 知る限りで群を抜いて最善の妖精詩」とまで言っている(Life and Literature, 326)4。
ハーンは 「 妖精を信じる心は、恐怖に満ち、 陰鬱」、 妖精詩の 「 主題は究極の恐怖」と言い、 高く
評価するイェイツの詩に恐怖を見て取っている（Life and Literature, 326-27)。イェイツも妖精と恐
怖を結びつけている。
スライゴーのわずか北、 ベンバルベンの南斜面、 地上数百フィ ートの所に白く四角い石灰岩が
ある。 そこに手を触れた人間はいない。 そばで草を食んだ羊も山羊もいない。 この世にこれ程
近寄りがたい地はない。 ぞっとするほど、 こんなに恐怖に 取り巻かれている場所はない。
は妖精の国の入り口なのだ。 (Mythologies, 70 )
... ...
、一‘一
この詩こそが、 ハーンとイェイツの直接の接点を生んだ。 ハーンはこの詩を高く評価していたから
こそ、イェイツが1899年『葦間の風』(JifindAmong the Reeds.)に収めた際に題名も’'Host of the Air" 
と変更して、 書き改めたことに多大な衝撃を受け、 イェイツに手紙を書いた。 全編を引用する。改
訂前が左、改訂後が右で、 変更点を下線で示した。
、'The麟of the Air" 
O'Driscoll drove with a song 
The wild duck and the drake, 
From the tall and the tufted � 
Of the drear Hart Lake. 
And he saw how the立年迫grew dark 
At the coming of night tidei=: 
And dreamed of the long dim hair.,_ 
Of Bridget, his bride. 
、'Theu碑of the Air'' 
O'Driscoll drove with a song 
The wild duck and the drake, 
From the tall and the tuftedェg幽
Of the drear Hart Lake. 
And he saw how the,rn叫§. grew dark 
At the coming of night tide.,_ 
And dreamed of the long dim hair 
Of Bridget his bride. 
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He heard while he sang and dreamed 
A
・
piper p1pmg away, 
And never was piping so sad, 
And never was.Q.!llirr so gay. 
And he saw young men and young girl 
Who danced on a level place, 
And Bridget his bride among them 
With a sad and a gay face. 
The dancers crowded about him
.,_ 
And many a sweet thing saidi 
He heard while he sang and dreamed 
A piper p1pmg away, 
And never was piping so sad, 
And never was mJllilg so gay. 
And he saw young men and young girls 
Who danced on a level place, 
And Bridget his bride among them
.,_ 
With a sad and a gay face. 
The dancers crowded about him 
And many a sweet thing said
.,_ 
And a young man brought him red wine
ュ
And a young man brought him red wine 
And a young girl white bread. And a young girl white bread. 
But Bridget drew him by the sleeve.,_ 
Away from the merry bands, 
To old men playing at cards.,_ 
With a twinkling of ancient hands. 
But Bridget drew him by the sleeve 
Away from the merry bands, 
To old men playing at cards 
With a twinkling of ancient hands. 
The bread and the wind had a doom_;___ The bread and the wind had a doom
.,_ 
For these were the host of the air; 
He sat and played in a dream 
Of her long dim hair. 
He played with the merry old men .. 
And thought not of evil chance, 
直ll one bore Bridget his bride 
Away from the merry dance. 
For these were the host of the air; 
He sat and played in a dream 
Of her long dim hair. 
He played with the merry old men 
And thought not of evil chance, 
1Intil one bore Bridget his bride 
Away from the merry dance. 
He bore her away in his arms, He bore her away in his arms, 
The handsomest young man there_;_— The handsomest young man there .. 
And his neck and his breast and his arms And his neck and his breast and his arms 
Were drowned in her long dim hair. Were drowned in her long dim hair. 
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O'Driscoll got up from the匹ass O'Driscoll scattered the cards 
And scattered the cards with a crv; And out of his dream awoke: 
But the old men and dancers were gone. 0ld men and voung men and voung mrls 
As a cloud faded into the sky. Were gone like a drifting smoke_;_ 
He knew now the host of the air 
And his heart was blackened by deread;
 And he ran to the door of his house;— 
Old women were keeningthe dead. 
But he heard high up in the air 
A piper piping away_;_ 
And never was piping so sad, 
And never was piping so gayl 
(Life and LHerature, 326-27) 
But he heard high up in the air 
A
・
piper p1pmg away.,_ 
And never was piping so sad, 
And never was piping so gay� 
(Collected Works I, 52-54) 
最終2スタンザに全変更と削除がある以外、 大きな変更はないにも拘わらず、 ハーンは耐えられな
かった。イェイツ宛1901年6月22日付の手紙に、どれほどハーンがイェイツの原詩に惚れ込み、
変更に愕然としたかが分かる凡「英語で書かれた全てのバラッドのなかで、 この詩よりも見事に恐
怖をゾクゾクと身に浸み渡らせるものはありません」「あなたは、 改変前のものより優れた妖精詩
を、 これまで書いたことはなく、 また今後も決して書けないでしょう。 誰も(no mortal)書けないで
しょう」 と最高度の賞賛である。 ところが、 変更後は「あなたは、 この詩をずたずたにし、 台なし
にし、 損ない、 ぐちゃぐちゃにし、 完全に破壊してしまいました！」と衝撃を抑えられない。 第1
スタンザについて述べている部分に、 ハーンが細部やイメ ー ジを正確に読み取り、 細部を詩全体の
テー マや意味に結びつけ、 元詩の文学性を把握しているさまが浮かび上がる。
第1スタンザの水草("weeds”)を葦("reeds")に変更した時、 最も効果的で不気味な("eerie")
連想が消し去られました。 葦の語は、 まっすぐな垂直さを読み手に感じさせ、 夢のような長い
黒髪を示唆しませんから。
"weeds”だからこそ， ブリジッドの波打ち渦巻く黒髪と結びつくのに、 まっすぐ天をさす“reeds”で
は台なしだと言う。 詩集の題名が『葦間の風』なので、 詩集総体を考えれば“reeds" の採択はもっ
ともだが、 ハーンは個々の詩の総体としての文学性を純粋に重視したかったのだろう。 またハーン
が “eerie”を珍重していたこともわかる。 別の箇所ではこのようだ。
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あなたは、 元詩の強く完璧な意味、 単純で真("simple and true ’'）の価値を混乱させ、 不気味な
印象("ghostly impression'’)に対するあなたの希有の感受性を鈍化させました。
"ghostly impression" "eerie ”を “simple and true ”と結びつけ、 高く評価している。 ハー ンは自己
の核心とも言える価値をイェイツが持っていると見なしているのだ。 最終近くの削除についてはこ
のように言う。
小さな変更ーどれも文学上の 「罪」 ですが一はさておき、 カタストロフィ ー である死者を嘆き
悲しむ("keen ’'）見事なスタンザを削除するなんて、 一体全体あなたは何を考えているのですか。
どうして詩から魂を抜くようなことをしちゃったんですか？ ！ ？ 
、'What on Earth ’'などの表現に、 ハー ンの強い憤りが瀕っている。 また、 どれほど、 ハー ンが元詩
を愛していたかも伝わって来る。 “keen ’'というアイルランド特有の言葉が醸し出す効果、 その土地
独自の心を掴むー語をハー ンは大切にしたかったのだ。 同様に、 詩の題名の変更についても、 伝統
文化、 慣習、 さらに迷信を継承する土着の民を示唆する”folks ”を、 無機質で、 聖書や軍隊の香りが
する“host ”に変更することで失われた大きさをハー ンは嘆いたに違いない。 本作品の変更点は、 イ
ェイツが世紀末から20 世紀にかけて変化を遂げた特徴に通じる。 民間伝承の蒐集、 消えゆかんと
する心を掬い上げたイェイツが目指したのは、 まさしくハー ンが日本で行ったこと同じであり、
1890年代頃までの作品には、 語彙や文体に、 土着の精神が表れるものが多い。 その後、 発信の対
象がより普遍的となり、アイルランドの心を自らの英語で描くという狙いは変わらないがその際に、
士着性が強過ぎる語彙や文体から離れた。 その兆しをこの詩の細部の変更にハー ンは見て取り許し
がたいと思った。 新しい文体を通じイェイツは英語圏モダニストの大詩人となり、1923年ノ ーベ
ル文学賞受賞に至る普遍性を獲得するが、 根本の理想や原理は終始変わらなかったのだが凡
私はイェイツからの直接の返事を入手していないが、9月24日付のハー ンの第二便から判断し
て、 イェイツがこの日本からの憤りに満ちた手紙を無視せず、 誠実に、 しかも当時の郵便事情を考
えれば、 直ぐに返事したのは明らかである。 イェイツはハー ンが自分の文学の理解者だと分かった
のだろう。イェイツが 「元の詩のstrange beauty 」に戻すと約束したと読み取れる。“strange beauty" 
には、 イェイツやハー ンが尊重する“eerie, beauty with terror, ghostly, dreams ”との共通点が見え
る。 さらにイェイツは2年後出版する新作詩 「 ボイラとアイリン」("Baile and Ailinn")をハー ン
に送っている。 書いたばかりの詩を披露するほど、 イェイツはハー ンが自分の詩を読む力を認めて
いるのだ。 イェイツは、 他人の声に 「 心を開き」、 耳を澄まし、 十分過ぎる対応をしているが、 手
紙を読む限り、 ハーンは満足仕切らなかったようだ。 信じていることに忠実な人だったのだろう。
妖精文学講義の締めくくりに、 「 なぜ余所の国の文学の異国の迷信に、 授業のこんなに多くの時
間をさいているのか」説明をする。 ここに三人の共通点も浮き上がる。
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このような観念がヨ ーロッパの詩やロマンスに久しく根付いてきたことの価値を君たちが判断
できるようになった時、 現在消滅しつつある、 あるいは消滅する可能性のある君たち自身の東
洋の信仰（信念）についての文学が将来に持ちうる価値を理解できるでしょう。(Life and 
Literature, 338-39). 
故国の魂を表す文学を失わずに将来へ残すよう、 これからの日本を背負っていく東京帝大の学生に
託したのだ。 講義中に、 イェ イツがグレゴリ ー夫人とアイルランド南部の農民から妖精伝承を集め
たことを評価し学生に伝えていることも指摘しておく。
イェ イツはゲー ルタハトに民間伝承を蒐集したが、 ゲー ル語が出来ず、 また、ハーンの日本語力
も不十分だった。 そんななか、 二人は見事にそれぞれの文化の本質を感じ取り， くみ上げている。
言語による論理的理解が不十分であるなかで、 それ以外の五感が鋭敏になり、駆使されたはずであ
る。 ハーンは日本語を完璧には理解できないからこそ、 神秘性を楽しめると明言している。恐怖は
未知なるものに面した際に起こる感情だ。 それ故に想像力が掻き立てられ、 人は見えないものを見
るのである。 ハーンとイェ イツはともに、 論理的理性を越えた異世界との遭遇で、 豊かで普遍的な
真実と交歓したのである。
さて、西洋化する日本で失われつつある伝統芸能、美術、建築、文学を残す貢献をした今一人が、
東京帝大でのハーンの同僚アーネスト・ フェ ノロサだった 7 。 ハーンが フェ ノロサを初めて訪れた
際、 フェ ノロサがハーンに魅了され、 それ以来ハーンを人間的に評価していたこと、 また、 フェ ノ
ロサがハーンの繊細な感性を音楽に喩えて評価していたこと、ハーンを理解する書き物を残してい
ることから、 フェ ノロサは明らかにハーンの感性や文学性を高く評価していたと判断できる（山口
（下）1982、 142-55)。 対して、ハーンも、 フェ ノロサの家を息子と訪れて意見を分かち合いたいと
手紙で述べていることなどから、 フェ ノロサを友人と見なしていたとは思われる。 ただ、 フェ ノロ
サが望んでいたほどに、 付き合おうとしていなかったようだ。 フェ ノロサの二番目の妻、 自らも小
説や詩を書き、 日本に来る前からハーン文学の フ ァンであったメアリ ー(Mary McNeil Fenollosa,
1865 -1954)はハー ンと心の交流があったことが、 ハーンメアリ ー宛薔簡、1899年4月付(Bisland,
437)の、 メアリ ー がハーンの作品を読んだ感想を受け取ったハーンの感謝の念が満ちたものに代表
されるように、現れている。富山大学ヘルン文庫には、メアリ ーがハーンに贈呈した自分の詩集『巣
立ち』(Out of the Ne就れ書架番号275]があり、 献辞に1899年11月東京付けで「我が親愛なる友
ラ フカディオ ・ハーンヘ("To my dear friend Lafcadio Hearn'’)」と書き、 結びには日本語で「お
あがりなさい」("Oagari Nasai!") と書かれていて、 ほのぼのしたユ ーモアが漂う。 少なくともメ
アリ ーがハーンを友と感じ、 それをハーンが受け入れていた証と思われる。 フェ ノロサは美術館の
運営など実務に長けた実利的合理主義者の側面があり、 ハーンが根本的に違和感を覚える部分があ
ったのかもしれない。（イェ イツは劇場経営に携わったり、 上院議員になったりと、 実務を扱えた
が、 根本的に詩人であった。）
ひとつ、 ここでの フェ ノロサとハーン、 イェ イツを結ぶ文脈で見逃せないのが、 フェ ノロサがハ
ーンは漢字に対して「書き文字の詩的性格」を見ていると指摘したことだ（山口（上）1982、144)。 後
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にフェノロサは 『詩の媒体としての漢字論』(The Chinese Jif1-itten Character as a Memum for 
Pのtry)を著し、 この草稿に、 1908年フェノロサがロンドンで急死した後、 未亡人メアリーから
遺稿を委託されたエズラ ・パ ウンド(Ezra Pound, 1885-1972) が魅了され、 「ここには全ての美学
の基本がある」(Fenollosa, 3) とまで断言。 さらに象形文字としての漢字を独自に読み解いた
"ideogrammic method”を生み出す。 この methodがモダニスト詩学に革命的衝撃を与えた事実を
考えると、フェノロサの漢字論の意義は大きく、その原点にハーンが垣間見られる重要さは測り知
れない。 “ideogrammic method
’'は、 フェノロサとイェイツと繋ぐ能に関わるので、 例を挙げ説明
しておく。 例えば 「明」を構成する 「 日」は昼の、「 月」は夜の世界の光を司る。 「明」は、 並置され
るGuxtapose)二要素が、 重ね合わされる(superimpose)ことで、 現実世界の森羅万象さらにそれを
越えた理想の光を表現し、 「明」＝「 日」＋「月」＋a、 となっているとパ ウンドは読む。
この原理がフェノロサとイェイツを結ぶ能楽に見られる。 イェイツは能楽について、 野口米次郎
などより耳にして、興味を示していたが、実質的にはパ ウンドを通して能楽との出逢う(Poundand 
Japan)。 この出逢いの過程については、ロンゲンバッハの研究や晩年の 伊藤の講演などで既によく
知られている(Longenbach1988、伊藤 1956)。イェイツはアイルランド国立アベイ劇場で上演し、
英国支配からの独立を目指す民俗意識を鼓舞しかつ、自身の芸術を実現する演劇を生むことを願っ
ていたが、 当時主流のリアリズム ・自然主義演劇にも、自身が世紀末を中心に傾倒していた象徴主
義にも不満であった。 イェイツに能楽が突破口を与えた詳細を包括的に述べる紙面の余裕はないの
で、 ここでの文脈に従って3点に絞って述べる 8。 2点は複式夢幻能、 もう一点は狂言に関わる。
パ ウンドが漢字に見て取った ideogrammic methodは、パ ウンドが 「発句のような」と名づけた
有名な 「 地下鉄の駅にて」("In a station of the metro") 
The apparition of these faces in the crowd: 
Petals, on a wet black bough. (Personae, 111) 
に見られるように、 説明なく：のみで並置される Guxtapose)一行目のイメー ジと二行目のイメー
ジが重ねられる (superimpose)ことによって、 一行目と二行目の総和以上の世界が展開される。
複式夢幻能の場合、 中入りをおいて、 前半と後半が並置され、 前場の現実で提示されたことが、 後
場でシテが異界からの訪問者としての本性・真の姿を見せ、 前半との重なることによって、意味が
深まり、 クライマックスヘと導かれる。 クライマックスの舞に複合されたイメー ジが展開する。『鷹
の泉』“t the Hawks Well, 1916)を皮切りにイェイツが書いた、 一連の能楽に影響を受けた 「舞踊
家のための劇」("Plays for Dancers’'）もこの形式を取る。 二点目は、 ハーンとイェイツの共通点で
ある異界との交流である。 夢幻能において、 異界のもの、 死者が、 現実世界のものと、 同じ場に立
って交歓し、 真実が露わになりゆ＜，。 しかも、 言葉は謡という音楽性に満ちた詩的言語、 舞や所
作はそぎ落とした動きが厳密な型に従い、かつ型の中で能楽師が最大限の個性を発揮することで生
み出される。 言葉、 動き、 衣装は美を究め、また、 最小限の舞台装置しかないそぎ落とされた舞台
空間で、観客の想像力は最大に生かされる。 美や芸術を理解する少数の観客と共有される親しい空
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間で演じられ、イェイツが理想とした演劇世界が展開する 10。さて第三点目が狂言である。『源氏
物語』『平家物語』などの古典の主人公、英雄、神々といった 「有名な人々」が活躍し、その引喩
を理解する観衆を必要とする能は、イェイツの詩や芸術を理解する選ばれた理想の観衆を求めた
「 貴族的形式」を体現した。ただし、農民に語り継がれてきた民話などに表れる庶民が引き継いで
きたアイルランドの心を表現したいイェイツがその一 方でいた。『鷹の泉』についてイェイツはこ
のように言っている。
ここ何週間か、私はロンドンで劇を仕上げている。デュラック氏の卓越したデザイン、伊藤氏
の天才的な動きといった必要な助けが得られるのはロンドンしかないからだ。しかし、祖国の
ために働いていると思うと嬉しい。いつか、今ヨ ーロッパで行っている形式の劇が、ゲール語
であれ英語であれ、ス リー ヴ ・ ナ ・ モンやクロウ ・ パトリックの斜面の下で、古代の記憶を再
び掻き立てられるかもしれない。この演劇形式は金を喰い尽くす舞台や劇場を必要としないか
ら。(Collected Works IV, 173) 
イェイツは、アイルランドヘの愛を吐露し、いつか、自らの芸術で 「古代の記憶」を民衆の心に引
き出せることを望んでいる。この記憶は古典のについての冷徹な知識ではなく、何代にも亘って伝
えられてきた民衆の魂の声である。ティペラリー県ス リー ヴ ・ ナ ・ モンは、妖精と化して地中に住
まう太古の祖先縁の地、 1798年の反英戦の地であり、その名をもつレベルソングも存在する。 ゴ
ールウェイ県クロウ ・ パトリックは聖パトリック巡礼の地。民衆の生活や歴史に密着する場所が選
ばれているのにもそれが明らかである。
ここで狂言との出逢いがイェイツに切り口を与えた。従者、農民といった無名の庶民、あるいは
身体に障害があり社会の周縁部にいる人々が、舞台で力強く生命を謳歌する狂言が、イェイツの今
一つの理想を実現するモデルを提供したと思われる。フェノロサの草稿に含まれていた、『不聞座
頭』は 「座頭狂言」で、盲目の菊ーと耳の悪い太郎冠者が主人の留守を預かり、互いの身体的欠点
を補填すべきところ、からかい合う。残酷とも思えるが、生の負の部分を受け入れた上で、明る＜
生きる力強さがあり、それが小舞や小唄•平家節のお陰で軽快に展関する。イェイツが狂言として
書いたと自注で述べている 『猫と月』も、互いの欠点を補填しながら生きてきた盲目の乞食 と、
脚の悪い乞食が、残酷さを見せながらも、楽しく展開する劇に仕上がっている 11。舞台装置、小唄
のような歌、小舞のような舞も上手く取り込まれる。この劇は、イェイツの住処であるバリリー塔
の近くに伝わる民間伝承に基づいて書かれた。民間伝承を生かすなら、庶民の心を表現でき、悲し
さを秘めながらも、笑いと力強さが謳歌される狂言が最滴だったろう。間接的にではあるが、フェ
ノロサとの相互作用で、この劇は出来あがったと言える。（妖精には一抹の悲しさが必ず含まれ、
それを'The Folk of the Air’'は体現していると妖精文学講義でハーンは述べた。『不聞座頭』や 『猫
と月』は、妖精を扱っていないが、 「笑い」の奥に人間性のもつ「悲しさ」と「残酷さ」を秘めて
いる。イェイツ、ハーン、そしてフェノロサを繋ぐ特徴として 今後この点も深めたい。）
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ハ ーンの作品は今も日本で読み継がれ、 我々の文学の一部となっており、 また、 その日本につい
てのエッセイは今も心深く浸み渡る。 そればかりか、 その教え子の系譜で、 アイルランド文学研究
の伝統は今に続いている12。また、フェノロサ経由で能楽と出逢ったイェイツが書いた一連の劇は、
逆輸入的に 日本の20 世紀以後の劇 作家に影響を及ぼし、 現代でも横道萬里雄の『鷹の泉』(1949)
や『鷹姫』(1967)、 高橋睦郎の『鷹井』(1990)、 関根勝の『骨の夢』(2012)などが、 次々に生み出
され、 我々を刺激し続けている。『猫と月』は2015年11月日本語の狂言形式での世界初演が、 大
蔵流狂言茂山千五郎家によって実現。 この公演は再演され定番化して未来に引き継がれることが望
まれる13。以上、違いを排せず、お互いの違いを認めたうえで 影響を受けつつ自分の世界を展開し、
また、 消えつつあった 文化の心を救い、 現代、 そして未来にも影響を及ぼし続ける 三人の三重奏の
一 部を紹介した。
註
1本論文は、2015年10月アイルランドで行われた “Open Mind of Patrick Lafcadio Hearn-Coming Home'’一連の
企画の一 つ、 ダブリン市立大学(Dublin City University)における講演会を起点としている。 この講演会は山陰アイ
ルランド協会事務局小泉祥子氏が立案、 島根県立大学小泉凡先生の発題に、 富山大学の小谷瑛輔先生と結城史郎先
生、 北九州市立大学ロジャー ・ ウィリアムソン先生(Rodger Williamson)、 そして私の論文発表が続いた。 ギリシ
ャの蒐集家タキス・ エフスタシウ氏(Takis Efsthathiou)が“open mind ’'は、 ハーンの生き方にふさわしい属性と命名
したもので、 私は他者や異なる文化を排すことなく、 自分とは異なるものや様々なものの見方を喜んで受け入れる
生き方と理解している。ウィリアムソン先生に、 その後資料提供して頂いたことへの感謝をここに記したい。
2真鍋晶子 「ウィリアム・ バトラー・ イェイツ生誕150 年」Cairdeas第21号参照。リムリック大学で、 私は‘'Yeats
and Japan ”のセッションにおいて、 イェイツと能楽、 特に狂言について発表し、 直前のダブリン市立大学のハーン
講演会においてと同様に、 日本に対する興味が強いこと、 また発信の重要性を実感した。
3子どもの感性， 感覚、 知性が鋭敏だからこそ大切に育てなければならないと実感する小泉凡、 祥子夫妻は、 「未来
の松江を担う子どもたちに、 現代社会の中でも輝きを失わない小泉八雲の意味を継承する企画を」と 2004年以来
小学生(4 年生以上）と中学生を対象にした 「 子ども塾 スーパーヘルンさん講座」など、子どもたちの五感を養いつ
つ、 ハーンの作品を生きたものとして伝える諸企画をされている。 小泉先生によると、 この講座に参加して地域に
関心を持つようになり、 島根県立大学へ進学し文化資源を学んでいる学生が既に複数いるという。 焼津でも小泉凡
焼津小泉八雲記念館名誉館長による、 小中学生対象のゴーストツアーが実施されている。
4本稿内の、 諸作品や手紙からの翻訳は全て拙訳。
5小泉凡先生の厚意で， ハーンからイェイツヘの2通の書簡を参照させて頂いた。
6この点、 “for his always inspired pootry, which in a highly artistic form gives expression to the spirit of a whole
nation ’'と受賞理由を挙げた選考委員は理解していたと思われる
(http://www.nobelprize.org/nobel_prizes/literature/laureates/1923/）。
同様の改変が散文に見られるのが、1892年出版の 『赤毛のハンラハン物語』(Sto丘esof Red Hanrahan)である。
グレゴリー夫人との活動の結果生み出した 「キルタータン言葉」が用いられた 1904年版が定番となっている。 イ
ェイツとしては、 アイルランドの土地の心がより伝わる文体を生み出したと思っていたはずであるが、 実際は、 改
変後、固有名詞が匿名性の高い代名詞に変更されるなど、より一般化・普遍化が行われている。本作品と『葦間の風』
抄訳を一 冊にして出版した楕木伸明氏の声を聞いてみよう。
合作版[1904年版］では表現・内容ともにお上 品な方向へ傾いた。 過剰な装飾を削り取
ったスタイルがそつけない語り口へと変化し、 謎めいた民間習俗の描写が削除され、 キリスト教的な聖杯探
求物語の要素が加味された結果、 アイルランド特有の宗教的な混交性は希薄になった。 現実感を与えようと
意図された文体の変更と内容の差し替えは、 物語が当初持っていた勢いと豊かさをいじり壊す方向に作用し
たとも解釈できるのだ。（棚木、107-08)
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また、富山大学附属図書館中央図暑館ヘルン文庫の ハー ンの蔵書に、1899年版のThe Wind Among the Reeds［書
架番号260]がある。 特に薔き込みなどは見られない。 ヘルン文庫調査の際、 司曹栗林裕子氏にとてもお世話になっ
た。
7 本稿執筆にあたって、フェノロサ側からの資料や研究を主に参照したので、ハー ン側からの視点を今後の課題と
し、 今回は現状での理解を提示する。
8 ィェイツと能楽、 特に狂言との関係についての私の最新の考えは以下の論文にまとめた。 ‘W.B Yeats and 
kyogen :Individualism & Communal Harmony in Japan's Classical Theatrical Repertoire," Etudes anglaises, 
vol.69, 2016. 
9 夢幻能、 特に複式夢幻能と英米モダニストに関しては、 成恵卿氏の優れた先行研究がある。 1 0イェイツは能楽論
を「日本の高貴な劇」("A Certain Noble Plays of Japan’ '）に、簡潔に述べている。(Collected Works IV, 163-173)。
11 I intended my play to be what the Japanese call a'Kiogen', and to come as a relaxation between, let us say, 
'The Hawk's Well' and'The Dreaming of the Bones'"（訟riorum, 805). 
12 この系譜について鈴木暁世氏の詳細な先行研究がある。
13 2015年11月10日神戸学院大学グリ ー ンフェスティバル「新作狂言の魅力『猫と月～イェイツに拠る』／『濯
ぎ川』」。 訳：佐野哲郎、 演出：松本薫、 聖人：茂山千三郎、 盲目の乞食：茂山正邦、 足の悪い乞食：茂山茂。 英語
では、 1982年梅若学院にてダン ・ ケニー が狂言形式の公演を行っている。
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